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〉
5
月
1
4
日
　
奴
奈
川
小
学

校
児
童
、
育
て
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
添
え
て
、
街
頭
で
安
全

運
転
を
P
R
。

》「きれいでしょ？わたしたち。」

▲5月16日　自然探検隊教室、生涯学

習センターで野鳥観察会。雨天の中、

町の鳥「ノジコ」他18種類確認。
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裂
毒
跡

〉
5
月
給
日
　
毎
年
好
評
！

ひ
ま
わ
り
会
の
「
山
菜
を

楽
し
む
会
」
。
総
合
体
育
館

に
削
人
。
2
0
周
年
記
念
誌

も
発
行
。

難、

い　蝿乳

灘

▲5月12日　ふるさと会館で地域づ

くりフォーラム開催。西潟弘さんが

福島地区の取り組みを発表。

擁難

　鑛灘麟’　●

　　　　　　　　　　　　　鰻

　　　　　　　　　　　　　　　のぬ　　　　ず　　　　　　　い　　　　

　　　難翻，、　灘雛雛、響

　　　　　　　　　　　　　　　　羅羅厳鯉懸灘韓織
　　　　　　　　　ぱ　カむ　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　餓　　　　　　難欄　　　馨
　　　　　　　灘　　　　　　　羅　　　．　　　　　　　強
　　　　　　　　　、無、　　　　　ザ　　　　騰㎜　　　　　　　　　　ぎ　　　、灘　1・　　　臣、　擁、i．騨　　撃蒙
　　　　　　　　　　　　　　輩　　　　　継　　∫陶　　諏．・・　　、麟

　　　　　　　　　　蒙
　　　　　　　　　　　　　＄
　　▲5月2日　やぶこざきの会1監

　　による「山菜取りツアー」14回目。
　　　　　　　　　　　　たんのう　　60人が、一泊二日で山菜料理を堪能。

’醗　1・羅贈『珊　綾難嘉

鰍民

▲5月30日　室野婦人会、大和町浦佐

在住の黒岩秩子さんを訪ねて研修会。
▼5月18日　松代保育園みどり組、のっと

欝　懲麟礎臓ll一、暉．1
畷，一臨鍵、難　・鯉響、轄麹辮

臨縢麟霊籍藤鍵灘謹1
　　　繍　蕪繍．　　　　　　惣

螺懸墨醗灘鑓醗縦私罹灘灘難鞭

増えています、子どもの水難事故
　夏一水とふれあう季節の到来です。ブー

ル、川での水遊び、そして海水浴など子ど

もたちにとってわくわくすることでいっぱ

いです。けれども、1年の水難事故の半数

が夏に起きています。昨年6月～8月の中

学生以下の水難事故で犠牲となった人は、
　　　　　　　　　　　　　　　　▲松代・室野プール改修工事、孟93人。これは同じ期間の中学生以下の交通　地小で‘ま、塗装エ事中。いずれも、

事故により犠牲とな：った90人を上回ります。6月に毬完了oこの夏’きれいな
　　　　　　　　　　　　　　　　プールがみんなを待っています。
危ないときは・やめるよう注意しましよう。（写真：工事がすすむ室野プ＿ル）

主
な
内
容

成人式・今月主な出来事から…②0

松代の水道水について…………④⑤

松代活性化センター竣工㌧
　　　　　　　　りそうほくほく線情報・里創プラン…⑥⑦

東京発・文芸、松代の自然……⑧⑨

痛町の情報・ふるさと見て歩き

総合健診のお知らせ……………⑩O

お知らせ・きいろぐみさん……⑫⑬
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前
日
の
雨
で
、
天
気
が
心
配
で
し

た
が
、
5
月
3
日
当
日
の
天
気
は
快

晴
．　

会
場
の
総
合
セ
ン
タ
ー
前
は
、
成

人
を
祝
う
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
を
、
人
々
か
ら
祝
福

を
受
け
な
が
ら
、
新
成
人
が
少
し
照

れ
な
が
ら
歩
く
姿
。
「
い
つ
見
て
も
い

い
も
の
で
す
。
」
と
は
、
新
成
人
を
受

け
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
保
育
園
の
先

生
の
言
葉
。

　
芝
峠
温
泉
に
向
か
う
町
外
の
人
も
、

車
を
と
め
て
、
「
い
い
光
景
で
す
ね
。

最
近
は
、
こ
う
し
た
感
じ
で
成
人
式

を
地
域
で
祝
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少

な
い
で
す
よ
。
」
と
、
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
さ
て
、
み
ど
り
の
風
を
受
け
な
が

ら
、
受
付
を
済
ま
せ
た
新
成
人
、
今

年
は
、
62
名
で
し
た
。
式
典
は
、
午

前
m
時
3
0
分
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
馬
場
生
涯
学
習
課
長
が
「
ご

両
親
に
感
謝
し
て
、
今
後
は
社
会
の

言
貝
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
、
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
関
谷
町

長
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
力

を
活
か
し
て
ほ
し
い
。
期
待
し
て
い

ま
す
。
」
と
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

石
野
町
議
会
議
長
が
「
大
人
と
し
て

の
権
利
と
同
様
、
義
務
と
い
う
責
任

も
果
た
し
て
ほ
し
い
。
」
と
、
新
成
人

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
佐
藤
由
佳
さ
ん
（
松
代
）
に

記
念
品
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
柳
卓
君
（
菅
刈
）
が
、
「
こ

の
よ
う
に
祝
福
を
受
け
、
松
代
町
で

育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま

す
。
今
日
の
感
動
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
、
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
．

　
式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
企
画
運

営
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
成
人
式
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
公
民

館
職
員
が
撮
る
光
景
も
恒
例
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
ナ
ッ
プ
写

真
も
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
公
民
館
で
は
、
ス
ナ
ッ
プ

写
真
も
記
念
写
真
同
様
、
窓
口
に
取

り
に
来
ら
れ
た
方
に
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
内
1
階
事
務
室

に
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
（
奮
7
－
2
3
0
1
）
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凹
圓
魯
露
灘

　
世
田
谷
区
と
の
交
流
は
、
同
区
の

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
と
な
る
雑

居
祭
り
に
参
加
、
以
来
十
数
年
に
な

り
ま
す
。

　
同
区
が
友
好
交
流
の
あ
る
自
治
体

を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
も
の
で
、

今
年
で
2
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
申
込
み
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
1
回
目
5
月
9
～
m
日
、

2
回
目
5
月
n
～
1
2
日
に
実
施
し
、

83
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
福
島
地
区
で
地
域
の
人

が
講
師
と
な
っ
て
、
ブ
ナ
林
の
散
策
、

ち
ま
き
作
り
と
山
菜
採
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
交
流
会
を
行
い
、

芝
峠
温
泉
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
福
島
地
区
の
皆

さ
ん
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
カ
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
代
章

し
た
。
カ
エ
ル
の
大
合
唱
の
声
と
と

も
に
、
野
山
、
田
ん
ぼ
の
美
し
さ
に
、

松
代
の
す
ば
ら
し
さ
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
」
、
と
多
数
手
紙
が
届
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
5
月
1
5
～
1
6
日
に
は
、
同

区
の
社
会
教
育
関
係
者
2
0
名
程
が
松

代
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
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辮
籍

欝鞭耀響麗

灘、熈
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隔
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．
噸
＝
…
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・
懸
、
、
・

｛
『
」
撒
灘
鯉
，
　
輝

嚢
欝
　
　
戴
尋
榊
棚

　
轟
v
曽
蝋
『
蒙
郵
　
〉

難
灘
籔
慧
羅
冒
田

灘
ー
霧
奪
螢
、
　
’
雛

　　　ほうしよう
　春の褒章で高橋芳平さん（松
　　　　　　　　らんじゆ
更正保護功労で、藍綬褒章を受

　　　　　　　　　ンぐぺとむノ　　　サぼウノメミィヨ

　　　　　　　　鱒嚢

5月25日保
保護司会幹

東部分区長、　㈲世田谷区勤労潮

在、税理士、　社が区民を対象1

校同窓会長、　たパンフレット・

　
今
回
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
の
は
、

同
市
の
第
二
中
学
校
の
生
徒
捌
人
。

農
業
体
験
を
重
視
し
、
同
校
で
は
「
セ

カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
と
呼
ん
で
民
泊

を
取
り
入
れ
、
3
泊
4
日
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
町
で
、
5
月
2
7
日
に
福
島
と
蓬

平
地
区
に
お
い
て
、
福
島
区
長
の
西

潟
弘
さ
ん
、
松
代
の
柳
　
武
さ
ん
や

若
井
明
夫
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
わ

ら
細
工
、
手
作
り
コ
マ
、
竹
細
工
、

　
　
　
　
　
　
ま
き

豆
腐
づ
く
り
や
薪
割
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
窓
口
と
な
っ
て
い
る
「
東
頸
城
広

域
町
づ
く
り
委
員
会
」
（
郡
内
各
町
村

企
画
担
当
者
）
で
は
、
「
今
回
は
じ
め

て
の
試
み
で
、
こ
う
し
た
体
験
学
習

を
取
り
入
れ
た
修
学
旅
行
の
照
会
も

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
受
け
入

れ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
も
、
大
島
村
職
貝
が
当
町

に
同
行
す
る
な
ど
、
広
域
的
な
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
を
事
務
局
で
は
す

す
め
て
い
ま
す
．

〈
薪
を
割
っ
て
風
呂
を
わ
か
し
ま

羅
i鍾、箋
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安
垂
驚
窃
願
叢
願
．

漁
β
権
簾
礁
鑛
鐵
羅

　
松
代
町
で
は
、
良
質
な
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
、
施
設
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
新
し
い
水

質
基
準
に
基
づ
い
て
定
期
的
に
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
す
べ
て
の
項
目
で
水

質
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
水
質
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
課
水
道
室
は
、
こ
れ
か
ら
も

豊
富
で
、
安
全
な
、
お
い
し
い
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
浄
水
処
理
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

健康儲関離る項闇

　生涯にわた轍．遵続的な擾取を帳誕趨戴の

健簾侮影響が堂畿な獅墓癖を墓麓．安壷姓を

誰灘考慮撮で設難蓉れだ項霞で灘．

氷道擁輝蕎ず繍き控糠繕関蓮翫る項国

　水i遵水蓬麟鷹墓礎的条件纏確傑の灘め．・隻

活割銅毒あ蕎慧難は撫灘施設の管理選1。障薯跡

鑑鯵謬お欝轟の蟹潮礁葱爆誕設建融撮錬

屠鞭i欝慧

メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い
て

は
、
検
針
員
が
い
つ
も
正
確
に
能
率

よ
く
検
針
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

　
は
物
を
置
か
な
い
。

★
ボ
ッ
ク
ス
の
周
り
や
中
は
、
い
つ

　
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
。

★
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ
ー

　
タ
ー
が
床
下
や
屋
内
に
な
る
時
は

　
屋
外
の
見
や
す
い
場
所
に
移
す
。

★
犬
は
放
し
飼
い
せ
ず
、
ボ
ッ
ク
ス

　
か
ら
離
し
て
、
つ
な
い
で
飼
育
し

　
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
水
道
室

　
　
（
費
7
－
2
2
2
0
内
線
4
4
）

漏水は1ありませんか？

　漏水は、水道メーターを確認すること

で簡単に発見することができます。

　水道の蛇口を全部閉めた状態で、水道

メーターのパイロットが少しでも回転し

ていれば、どこかで漏水をしています。

　漏水を発見したち、指定事業所へ修理

の依頼をしてください。

（水の使用量を

表わします）

　　　ゆい1漁2．⑪

　　　贈Ψ　＼
　　　　　　　　　（1m3未満の水

　　　　　　　　　量を表わしま
水道メーター　　す）

※この水道
メーターは
123m3456尼　と

読みます　1

パイロット

　漏水修理は、町指定給水装置工事事業者が行なうこと

になっています。

　　　　　　　　指定事業所一覧
雛藁灘撚，『『 縢緩、辮．暴 P『難議審懸聾…“、

三　　六　　商　会 松代町室野 8－2203
関　　　商　　　店 松代町室野 8－2408
㈱前　田　商会 松代町松代 7－2072
小野島電気店 松代町松代 7－2159
センダヤ電器 松代町松代 7－2108
大和電建㈱ 松代町松代 7－2135
永　　井　　工　　業 松代町室野 8－2200
高　橋　電　機 松代町千年 7－2625
でんきのこやどん 松代町犬伏 7－2512
㈱小野嶋建設 松代町太平 7－2118
㈱室野建設 松代町室野 8－2211
㈱　　美　佐　伝 十日町市
㈱　山　田　商会 頸　城　村 節　　水
㈱石田工業所 上　越　市 “　．，　　），

㈲ナカ設備工業 十日町市
㈱　　　拓　　　越 十日町市
㈱村　山　商会 十日町市 6
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松代町簡易水道の水質検査結果

健康に関する項目（29項目）

嶽類 類i　欝　　嶺 蘇質悲簗縫 松磯雛匿 鰭鱗匿 海老地匿 欝沢地羅
病
原
生
物

一　　　般　　　細　　　菌 1m尼中100個以内 O 0 O 0
大　　　腸　　　菌　　　群 検出されないこと 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　　　ド　　ミ　　ウ　　ム O．01mgμ以下 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満 O．OOlmgμ未満

水　　　　　　　　　　　　銀 O．0005mgμ以下 0．00005mgμ未満 O．00005mgμ未満 0．00005mgμ未満 O．00005mgμ未満

セ　　　　　　　レ　　　　　　　ン 0．01mgμ以下 0．001mgμ未満 O．001mgμ未満 O．001mgμ未満 O．OOlmgμ未満

鉛 O．05mgμ以下 0．001mgμ 0．006mgμ 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満

ヒ　　　　　　　　　　　素 0．01mgμ以下 0．001mgμ未満 0．OOlmgμ未満 0．001mgμ未満 O．001mgμ

六　　価　　ク　　ロ　　ム O．05mgμ以下 0．005mgμ未満 O．005mgμ未満 0．OO5mgμ未満 0．005mgμ未満

シ　　　　　　ア　　　　　　ン 0．01mgμ以下 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満 O．001mgμ未満 0．001mgμ未満

硝酸性窒素・亜硝酸性窒素 10mgμ以下 0．1mgμ 0．1mgμ 0．3mgμ O．8mgμ

フ　　　　　ッ　　　　　素 0．8mgμ以下 0．08mgμ未満 O．08mgμ未満 0．08mgμ未満 O．08mgμ未満

一
般
有
機
化
学
物
質

四　　塩　　化　　炭　　素 O．02mgμ以下 0．0002mgμ未満 0．OOO2mgμ未満 O．0002mgμ未満 O．OOO2mg／¢未満

1，2一ジ　ク　ロ　ロエタン O．004mgμ以下 0．0004mgμ未満 0．0004mgμ未満 O．0004mgμ未満 0．0004mgμ未満

1，2一ジクロロエチレン O．02mgμ以下 O．OO2mgμ未満 0．OO2mgμ未満 O．002mgμ未満 O．002mgμ未満

ジ　ク　ロ　ロ　メ　タ　ン O．02mgμ以下 O．002mgμ未満 O．002mgμ未満 O．002mgμ未満 0．OO2mgμ未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mgμ以下 O．004mgμ未満 0．OO4mgμ未満 O．004mgμ未満 0．OO4mgμ未満

テトラクロロエチレン 0．01mgμ以下 0．OOlmgμ未満 0．OOlmgμ未満 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006mgμ以下 0．0006mgμ未満 0．0006mgμ未満 0．0006mgμ未満 O．0006mg／¢未満

ト　リ　ク　ロ　ロエチレ　ン O．03mgμ以下 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満 O．OOlmgμ未満 O．001mgμ未満

ベ　　　　ン　　　　ゼ’　　　　ン 0．σ1mgμ以下 0．001mgμ未満 0．001mgμ未満 O．001mgμ未満 O．OOlmgμ未満

消
毒
副
生
成
物

ク　　ロ　　ロ　　ホ　　ル　　ム 0．06mgμ以下 0．015mgμ未満 0．025mgμ未満 O．001mgμ未満 0．OO9mgμ未満

ジブロモクロロメタン O．1mgμ以下 0．001mg／¢未満 0．OOlmgμ O．001mgμ O．OO2mgμ

ブロモジクロロメタン O．03mgμ以下 0．OO6mgμ 0．009mgμ 0．001mg／¢未満 O．OO6mgμ

ブ　　ロ　　モ　　ホ　　ル　　ム 0．09mgμ以下 0．OOlmgμ未満 0．001mgμ未満 0．OOlmgμ未満 O．001mgμ未満

総　ト　リ　ハ　ロ　メ　タ　ン O．1mgμ以下 O．021mgμ 0．035mgμ未満 O．OOlmgμ 0．017mgμ

農
　
薬

1，3一ジクロロブロペン O．002mgμ以下 0．OOO2mgμ未満 0．0002mgμ未満 O．0002mgμ未満 O．0002mgμ未満

シ　　　　マ　　　　ジ　　　　ン O．OO3mgμ以下 0．OOO3mgμ未満 0．0003mg／2未満 O．OOO3mgμ未満 O．OOO3mgμ未満

チ　　　ウ　　　ラ　　　ム 0．006mgμ以下 O．0006mgμ未満 O．0006mgμ未満 0．OOO6mgμ未満 0．0006mgμ未満

チ　オ　ベ　ン　カ　ル　ブ 0．02mgμ以下 0．002mgμ未満 0．002mgμ未満 0．002mg／2未満 0．OO2mgμ未満

水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

懸類 項　　鐵　　讃 嬢質墓難覆 訟織馳区 峠地籔 海老搬匿 欝沢i地獲

色

亜　　　　　　　　　　　　鉛 LOmgμ以下 0．22mgμ 0．25mgμ 0．01mgμ未満 0．01mg／¢未満

鉄 0．3mgμ以下 O．03mgμ未満 0．05mgμ 0．03mgμ未満 0．03mgμ未満

銅 1．Omgμ以下 0．04mgμ 0．01mgμ未満 0．01mgμ未満 0．01mgμ未満

マ　　　　ン　　　　ガ　　　　ン O．05mgμ以下 0．005mgμ未満 0．005mgμ未満 0．005mgμ未満 O．005mgμ未満

昧
覚

ナ　　ト　　リ　　ウ　　ム 200mgμ以下 10．Omgμ 10．Omgμ 5．9mgμ 13．Omgμ

塩　　素　　イ　　オ　　ン 200mgμ以下 9．Omgμ 9．Omgμ 5．Omgμ 8．Omgμ

カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mgμ以下 16．Omgμ 17．Omgμ 15．Omgμ 120．Omgμ

蒸　　発　　残　　留　　物 500mgμ以下 83．Omgμ 76．Omgμ 56．Omgμ 110．Omgμ

有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10mgμ以下 2．2mgμ 2．Omgμ 0．3mgμ O．9mgμ

に
お
い

1，1，1一トリクロロエタン 0．3mgμ以下 O．OOlmgμ未満 0．OOlmgμ未満 O．001mgμ未満 O．001mgμ未満

フ　ェ　ノ　ー　ル　類 0．005mgμ以下 0．005mgμ未満 0．005mg／2未満 0．005mgμ未満 0．005mg／2未満

発砲 陰イ　オン界面活性剤 O．2mgμ以下 O．02mgμ未満 O．02mgμ未満 O．02mgμ未満 0．02mgμ未満

基
礎
的
性
状

P　　　　　H　　　　　値 5．8以上8．6以下 6．8 6．8 7．2 7．4

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭　　　　　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色　　　　　　　　　　　度 5度以下 1度未満 1度 1度未満 1度未満

濁　　　　　　　　　　　度 2度以下 O．1度未満 0．1度未満 0．1度未満 O．2度
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村
山
さ
ん
は
、
1
4
年
7
ヶ
月
の
永

き
に
わ
た
り
、
町
監
査
委
員
と
し
て

地
方
自
治
の
発
展
と
公
正
の
確
保
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
こ

の
功
績
に
対
し
て
町
よ
り
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
山
さ
ん
は
昭
和
5
0
年
4

月
3
0
日
に
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ

24

年
間
町
議
会
に
お
い
て
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
1
0
月
に
着
工
し
た
松
代
活
性

化
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
、
竣
工
式
が

5
月
3
0
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
の
1
階
は
、
調
理
や
研
修
を

兼
ね
た
3
0
畳
洋
間
と
会
議
用
の
和
室

24
畳
の
部
屋
。
2
階
は
、
6
5
畳
大
広

間
と
な
っ
て
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
が
付

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

制
定
後
の
建
築
で
は
、
部
屋
や
廊
下

の
段
差
解
消
に
つ
と
め
る
な
ど
、
町

で
は
じ
め
て
の
条
例
適
合
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
、
（
施
設
概
要
は
、
下

表
を
参
照
）

　
今
後
、
区
民
の
主
な
行
事
な
ど
は
、

こ
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

老
朽
化
し
た
少
林
寺
下
の
第
2
区
民

会
は
、
取
り
壊
し
の
予
定
で
す
。

◇
利
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　
松
代
区
長
　
高
橋
芳
平
さ
ん
ま
で

糠

○建物概要

構造　・鉄骨造2階建　・屋根…着色ステン長尺横葺　北側自然落下式

床面積及び室名

　　　　　　　　　　室　　名

・多目的室（洋30畳）　・会議室（和24畳

・管理室　・物置（2室）

・大広間（洋65畳　ステージ付）

・物置　・湯沸室

床面積（㎡）階別

194，581階

209．682階

玄関自動ドア・自動階段昇降機・車椅子用便所・非常階段・座卓（50

テーブル（8）・椅子（32）・移動ステージ（3）・冷暖房完備
備
講

○事業費

璽雛籔鑓 事業費簾㈱ 説　　鯛

建築　工　事　費 117，513 本体・外溝工事、備品

設計監理委託料 5，250

合　　計 122，763

財
源
内
訳

国庫補助金 61，381 50％

県補助金 12，276 10％

起　　　　債 38，700 32％

一般財源
（うち地区負担金）

10，406

（3，720）
　8％
（3％）

韓蒙嚥活轡馳ン鮮竣織理

識轟轟口

醒幽幽

§

6

◎子ども達が健康づく｝）に関心を

　持ち、宿泊をして交流を深める。

◇日時　8月19日㈲～20日㈹
◇会場　頸城村希望館（盈0255－30－

　2360）宿泊：ビジターセンター
　（智0255－30－3160）

◇対象　上越地区の小学校5・6

　年生30名程度

◇参加費　3，000円

　　　　　〔食費及び実習費含む〕

◇申込み　7月15日㈲までに松代
　小学校　担当：大図先生

　　　　　　　　　（費7－2012）

◎科学実験Q＆A
◇6月20・27日
　（①11：30②13：30③15：30）

◎映画会「小川でみ含けたメダカ

　やゲンゴロウたち、ミッキーマ

　ウスのお化け退治」

◇6月20・26・27日
　（①10：30②14：30）

◎科学工作教室

◇6月26日（14：00～15：00）

◎環境教室

◇6月26日（10：00～12：00）

◇年6回で申込み必要

◎料金　上越科学館：大人400円、

　小・中200円（レジャープールも

　同額）

◎問い合せ　リージョンプラザ上

　越（創255－44－2122：月曜休館）

◎プラネタリウム

◇内容　夏の番組「宇宙に一番近

　い場所・マウナケア」

◇期間　8月31日まで

◇料金　大人710円、子供410円幼

　児無料

◇問い合せ　県立自然博物館
　（盈025－283－3331：月曜イ木食官）

●
の
ぽ
り
線
（
十
日
町
方
面
）

◇
十
日
町
駅
（
運
賃
大
人
獅
円
）

〈
笹
山
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
特
設

展
示
〉
▼
期
間
を
設
け
ず
常
設
展
示

▼
十
日
町
市
博
物
館
▼
十
日
町
駅
下

車
徒
歩
4
分
▼
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

伽
点
全
て
を
見
学
で
き
る
よ
う
に
ロ

ビ
ー
と
考
古
展
示
室
の
一
部
を
改
装

し
て
行
な
っ
て
い
る
。
大
人
㎜
円
中
学

生
以
下
無
料
。
▼
十
日
町
博
物
館
（
岱

0
2
5
7
励
5
5
3
1
）
月
曜
休
館

◇
越
後
湯
沢
駅
（
運
賃
大
人
脚
円
）

〈
ア
ル
プ
の
里
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
〉
▼
8
月
3
1
日
㈹
ま
で
▼

湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
▼
越
後
湯
沢

駅
徒
歩
1
0
分
▼
ア
ル
プ
の
里
で
撮
影

し
た
花
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
賞
金
総

額
伽
万
円
。
▼
湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

事
業
所
（
暦
0
2
5
7
團
3
3
2
6
）

●
＜
だ
り
線
（
犀
潟
方
面
）

◇
高
田
駅
（
運
賃
大
人
脚
円
）

〈
原
田
泰
治
の
世
界
展
〉
▼
6
月
2
7

日
㈹
ま
で
▼
上
越
市
総
合
博
物
館
▼

高
田
駅
か
ら
柳
島
行
き
バ
ス
乗
車
、

高
田
公
園
入
口
下
車
、
徒
歩
5
分
▼

日
本
の
風
景
を
描
い
て
い
る
原
田
泰

治
の
作
品
展
。
大
人
㎜
円
小
中
高
校

生
鋤
円
▼
上
越
市
立
博
物
館
（
盈
0

2
5
5
⑳
3
1
2
0
）
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は
な
ぶ
さ

英
伸
三
写
真
塾
開
催

　
ス
テ
キ
発
見
事
業
の
一
環
と
し
て
、

写
真
家
英
伸
三
氏
を
迎
え
、
「
妻
有
の

春
田
ん
ぼ
を
撮
る
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
し
た
．

　
5
月
2
2
～
2
3
日
に
か
け
て
、
関
東

方
面
を
中
心
に
約
ω
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
1
月
実
施
の
安
斎
重
男
写
真

塾
か
ら
引
き
続
い
て
参
加
し
た
人
は
、

「
雪
化
粧
し
た
風
景
が
、
一
変
し
て
新

緑
に
お
お
わ
れ
て
い
る
の
に
感
動
し

た
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
代
、
松
之
山
及
び
川

西
町
の
田
ん
ぼ
を
撮
り
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
孟
地
苧
島
間
か
ら
渋
海

川
方
向
の
田
ん
ぼ
を
撮
影
し
て
い
る

様
子
で
す
。

o

　
　
　
　
有

　
　
　
後
妻

聯残
．

県
高
等
学
校
写
真
技
術
講
習

会
開
催
　
3
5
校
㎜
人
が
集
う

　
今
回
、
5
月
2
8
～
2
9
日
に
か
け
て

訪
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
技
術
講
習

会
は
、
、
3
回
目
を
迎
え
る
も
の
で
、

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
専
門
部

の
主
催
。
今
回
、
高
校
生
に
も
ス
テ

キ
発
見
事
業
に
積
極
的
に
応
募
し
て

も
ら
お
う
と
、
圏
域
で
会
場
誘
致
を

働
き
か
け
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
n
班
に
分
か
れ
て
圏
域

内
を
撮
影
し
ま
し
た
。
松
代
で
は
、

ふ
る
さ
と
会
館
を
中
心
に
3
8
名
が
訪

れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
思
う

よ
う
な
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
し
た
。

松
代
町

花
の
道
モ
デ
ル
箇
所
を

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
。

　
5
月
1
9
日
に
、
国
道
鵬
号
線
沿
い

の
新
田
入
り
口
か
ら
松
代
高
校
ま
で

の
間
を
、
松
代
老
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
タ
ピ
ア
ン
の
花
を
植
え
ま
し

た
。
こ
の
花
は
、
紫
色
で
土
地
に
適

し
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
今
可
憐
な
花

を
つ
け
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
グ
リ
ー

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
村
山
淳
二
さ
ん

（
十
日
町
市
在
住
）
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
約
姻
ポ
ッ
ト
本
植
え
た
も
の

で
す
。

中
里
村

ス
テ
ー
ジ
・
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
き
’
、
伽灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

「
信
濃
川
物
語
」
と
水
を
テ
ー
マ
に

事
業
を
す
す
め
て
い
る
中
里
村
で
は
、

5
月
1
2
日
に
園
児
が
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

川
西
町

　
　
コ
テ
ー
ジ
完
成

　
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場
の
コ
テ
ー

ジ
が
2
棟
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

遊
歩
道
で
結
ば
れ
た
山
頂
に
は
、
柳

健
司
氏
作
品
の
展
望
台
が
完
成
。

　
い
ず
れ
も
個
性
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
コ
テ
ー
ジ
の
使
用
料
は
、

1
泊
7
千
円
に
1
人
当
た
り
千
円
の

料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

帰
り
の
利
用
も
可
能
で
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
サ
ン
パ
レ
ス
中
子
ま
で
。
（
盈

0
2
5
7
1
6
8
1
4
4
1
9
）

募
集
締
切
迫
る

　
ス
テ
キ
発
見
の
作
品
受
付
は
7
目
3
1
臼

ま
で
で
す
。
今
す
ぐ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
ム
ロ
せ
先
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
△
只
丁
画
振
興
課
（
盈
0
2
5
7
1
5
7
1

2
6
3
7
）

φψφ陣’幡樽禰φψφψφψ◆碓φ“φψ◆ψφ齢’幡齢－”“◆禰φψφψφ壷φψφψφ・齢ψφ“φψφ・一ψφψ◆壷φψφψφ・幡ψφ一・一鞭φ”ψφ轍◆鞭φ噛φ壷φψφψφ．＿“φ鼎φ，榊

　
　
　
　
　
簸
繋
馨

　
　
　
羅
ー
顎
鐡
舞
難

　
　
　
　
　
　
麟
澱
撒
響
毯
鐵
灘
轍
・

　
花
は
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
、
茎
は
ス
ベ

リ
ヒ
ユ
に
似
て
お
り
、
ハ
ナ
ス
ベ
リ

ヒ
ユ
と
も
い
い
ま
す
。
マ
ツ
バ
ボ
タ

ン
も
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
属
で
す
が
、
近

年
ア
メ
リ
カ
か
ら
入
っ
た
新
し
い
種

類
を
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
と
い
っ
て
区
別

し
て
い
ま
す
。

　
性
質
は
、
強
健
で
暑
さ
や
乾
燥
に

強
く
、
炎
暑
の
も
と
で
鮮
や
か
に
咲

き
、
色
も
豊
富
で
す
。
日
当
た
り
の

よ
い
場
所
で
育
て
、
水
は
過
湿
に
注

意
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
種
子
を
ま
い
て
育
て
る
こ
と
と
挿

し
木
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
挿
し

木
の
適
期
は
、
6
～
7
月
で
す
。
多

年
草
で
す
が
、
非
耐
寒
性
の
た
め
、

越
冬
さ
せ
る
に
は
、
日
照
と
ー
℃
以

上
の
温
度
が
必
要
で
す
。

　
園
芸
は
、
今
回
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
執
筆
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た

関
谷
昭
平
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）
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い
　
ま

山
平
会
の
現
在

「
し
ょ
ん
が
い
や
i
」
の
音
頭
に
合

わ
せ
、
「
よ
ー
い
と
せ
い
」
と
唯
子
が

入
り
、
盆
踊
り
の
輪
が
ぐ
る
っ
と
廻

り
ま
す
。
時
は
、
平
成
n
年
5
月
3
0

日
。
場
所
は
、
東
京
池
袋
の
簡
保
ヘ

ル
ス
プ
ラ
ザ
東
京
の
四
階
で
す
。

　
今
日
は
、
山
平
会
の
総
会
、
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

「
い
っ
さ
、
だ
っ
け
の
う
。
」
「
た
っ

し
ょ
だ
っ
け
か
い
。
」
と
あ
ち
こ
ち
で

人
の
輪
が
で
き
、
話
が
広
が
り
ま
す
。

一
年
ぶ
り
で
集
っ
た
の
で
す
。
懐
か

し
い
人
た
ち
の
集
り
で
す
．
い
つ
ま

で
も
話
の
種
が
つ
き
ず
、
時
間
の
経

つ
の
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
景

品
を
当
て
て
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の
ど
を
聞
か
せ

た
人
も
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

井
上
　
正
美

（
寺
田
・
沢
上
）

い
一
日
で
し
た
．

　
山
平
会
は
、
旧
師
を
偲
ぶ
会
だ
っ

た
姫
武
会
を
発
展
解
消
さ
せ
て
、
平

成
4
年
7
月
1
9
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

総
会
も
今
年
で
8
回
目
で
す
。
会
員

は
、
正
会
員
鵬
名
、
家
族
会
員
5
名
、

故
郷
山
平
在
住
の
特
別
会
員
7
2
名
、

計
獅
名
と
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
郷
里
松
代
を
思
う
人
た
ち

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
山
平
会
で
は
、
昨
年
9
月
に
役
員

一一一…一一ρ一一一一8一σ一一一一一ρ一一”一”ヤ改
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　／　　　　　　　　i選
　　＿一　　　　’　麹ψ　　　　！壼
東尽　　　聾一　　i行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　iい

だより　　　　　i芒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　iな

樋
口
丈
吉
さ

ん
（
田
野
倉
・
堂
の
浦
）
が
会
長
を

退
任
さ
れ
、
小
堺
重
三
郎
さ
ん
（
蒲

生
・
南
田
）
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
山
平
会
設
立
以
来
7

年
間
に
渡
っ
て
会
長
と
し
て
会
員
の

増
加
策
、
故
郷
と
の
交
流
、
会
報
の

毎
年
発
行
に
取
り
組
ま
れ
、
山
平
会

の
基
本
路
線
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
堺
新
会
長
は
、
こ
の
基
本
路
線

を
踏
襲
し
、
東
京
松
代
会
と
表
裏
一

体
と
な
っ
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
交

流
を
図
り
、
郷
里
松
代
、
山
平
と
連

帯
を
深
め
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
度
の
役
員
改
選
で
女
性

の
常
任
幹
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
小

堺
貞
子
さ
ん
（
蒲
生
・
四
郎
左
エ
門
）

と
丹
羽
ト
モ
エ
さ
ん
（
旧
姓
　
小
堺

　
蒲
生
・
中
林
）
の
お
二
人
で
す
。

お
二
人
の
細
や
か
な
気
持
ち
が
、
こ

れ
か
ら
の
山
平
会
の
雰
囲
気
を
、
よ

り
和
や
か
な
も
の
に
変
え
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
山
平
会
で
は
、
毎
年
会
報
「
や
ま

だ
い
ら
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
3
月
に
第
6
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
こ
の
会
報
は
で
き
る
だ
け
多
く

の
会
員
に
、
そ
の
人
生
と
ふ
る
さ
と

山
平
を
語
っ
て
も
ら
い
、
会
員
同
志

の
結
び
つ
き
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
郷
里
で
頑
張
っ
て
い
る
特

別
会
員
の
声
も
あ
り
ま
す
。
都
会
に

出
た
人
の
郷
里
を
思
う
話
も
あ
り
ま

す
。
土
の
匂
い
の
す
る
会
報
で
す
。

郷
里
を
同
じ
く
す
る
者
の
心
の
糧
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
、
よ
り
よ
い
会
報
に
育
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

繭るさ孤「融添」
・れあいの集い

〈趣味の会〉

6／4　埼玉県児玉ゴルフクラブで開

　　　催の松高ゴルフコンペに、当

　　　会有志も特別参加しました。

◇連絡先　関谷　恒久

　　　　　　　（盈042－572－6979）

◇伝言

　次回は、9／19～20　白河高原カ

　ントリークラブ。なお、前回4／6

　大宮ゴルフクラブの成績　優勝　高

　橋敏雄（48・42）2位　山岸弘（50・

　47）

10／17　観劇　演目：通し狂言「音菊

　　　　天竺徳兵衛」出演：尾上菊

　　　五郎、市村羽左衛門
〈つどい〉

4／29　菅刈田沢八王子交流会

　　　菅刈田沢の人達が、八王子市

　　　民との交流会を多摩川河川敷

　　　で行ないました。東京松代会

　　　から、片山徳重、柳弘が参加

　　　　しました。八王子市との交流

　　　は、柳明町議会議員の親戚が

　　　八王子市役所に勤めていたこ

　　　　とがきっかけで始まりました。

◇問い合せ：市川長助

　　　　　　　（費02559－7－2984）

言卜報　当会の相談役、竹所会会長の五

　　十嵐和三郎4月29日腸閉塞のため

　　死去、享年74歳でした。東京松

　　代会をはじめ、いくつもの郷里

　　　の会発展に尽力された誠実な故

　　　人に、心から哀悼の意をささげ

　　　ます。　　　（会長市川昭二記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　　　　　　　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　　　　層　ρ　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　岬ρ　　　　　　　　一　9　　　　　　　　爾ρ　　　　　　　一　9　　　　　　　傅　9　　　　　　　0　一　　　　　　”　9　　　　　　卿8　　　　　響　9　　　　　一　’　　　　oσ　　　　響　8　　　　－　9　　　層　σ　　　一　『　　一　’　　一　’　一　θ　一　8　－　9－　8
馳一　8
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響露
端

与
ノ
　
ー
　
T

F
ル

ー
　
　
　
ノ

　
　
ヌ
　
じ

　
　
継
　
蝸

髪
虞
／

孔
　
　
〆
仰
）
　
．
”

㌧
〆
乙

、
旨
ピ
、
「
－

　
6
μ
、

田

ー
｝
い
ー
・

　
　
蒲
生
句
会

大
小
の
蛙
出
て
く
る
畑
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

燕
の
巣
ね
ら
う
蛇
追
う
日
に
三
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

さ
み
だ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

五
月
雨
に
屋
根
洗
わ
せ
て
家
に
籠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

初
蝶
や
縁
に
荷
を
解
く
薬
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

田
に
散
ら
す
肥
や
し
の
粒
に
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
く
ろ

草
萌
ゆ
る
畑
の
畔
に
鎌
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
ち
ま
き

三
角
の
角
よ
り
綜
食
べ
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

何
も
か
も
忘
れ
若
葉
の
旅
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

夏
雲
や
峰
は
八
海
駒
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

畔
塗
り
の
鍬
に
右
き
き
左
き
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
の
ぼ
り

こ
の
家
も
男
の
子
生
ま
れ
て
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

乳
母
車
双
子
仲
良
く
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

万
華
鏡
の
中
に
ゐ
る
よ
な
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

這
ひ
這
ひ
を
は
じ
め
し
孫
の
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

田
の
雪
を
消
す
に
雪
解
け
水
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

無
造
作
に
か
た
く
り
活
け
て
福
祉
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

夏
近
く
枝
打
つ
音
の
途
切
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
山
の
畔
に
縄
張
り

て
山
菜
乱
獲
　
守
る
村
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

せ
き
ぶ
つ

石
仏
に
冬
着
の
ご
と
く
落
葉
つ
も
り

微
笑
む
姿
　
何
を
語
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
貞
三

　
　
　
　
　
　
さ
や

水
切
り
の
音
の
清
け
く
心
満
つ
子
ら

の
送
り
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
挿
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
　
コ
メ

竹
の
子
の
皮
指
に
は
め
声
低
め
ガ
オ
ー

と
お
ど
す
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

植
え
し
田
の
水
に
映
れ
る
畔
土
手
の

　
　
　
む
ら

杉
葉
の
群
の
白
き
朝
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク

　
か
な
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
室
野

南
町
の
は
ず
れ
の
山
際
、
『
元
・
は
り

き
屋
』
跡
の
崖
の
上
に
白
く
煙
っ
た

よ
う
な
花
で
覆
わ
れ
て
い
る
大
木
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
双
眼
鏡
で
眺
め
て
み
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
と
わ
か
ら
ず
、
今
ま
で
見

た
こ
と
の
な
い
木
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
、
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る

ま
ま
に
、
遠
回
り
な
が
ら
も
、
そ
の

場
所
へ
と
薮
こ
ざ
き
し
て
行
っ
て
み

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
は
じ
め
て
見
る
木
の
花

で
、
調
べ
た
結
果
が
エ
ゴ
ノ
キ
科
の

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
（
白
雲
木
）
と
い
う

落
葉
高
木
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
白
い
五
裂
し
た
花
が
、
房
の

よ
う
に
咲
い
て
垂
れ
て
い
る
も
の
で

美
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
が
た
く
さ
ん
咲
い
た
さ
ま
が
、

「
白
雲
が
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
の

で
、
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
か
。
よ

く
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。

　
元
人
事
院
総
裁
の
佐
藤
達
夫
氏
は
、

植
物
研
究
家
と
し
て
、
ま
た
、
素
人

ば
な
れ
し
た
植
物
画
を
描
く
こ
と
で

も
有
名
で
し
た
が
、
庭
に
植
え
て
あ

る
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
が
好
き
な
ひ
と
つ

だ
と
言
っ
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見

た
こ
と
が
あ
り
、
記
憶
の
隅
に
残
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
の
花
が

好
き
に
な
り
、
関
心
を
払
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
方
々
に

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
初
夏
に
は
、
あ
ち
こ
ち

の
山
に
咲
き
、
特
に
、
池
尻
の
J
A

建
物
近
く
の
山
に
見
事
な
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
葉
が
亀
の
甲
羅
に
似
た

形
を
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
わ
か

り
ま
す
．

　
今
年
も
、
ま
た
た
く
さ
ん
咲
く
当

た
り
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
仲
間
の
エ
ゴ
ノ
キ
は
、
松
代
町
に

は
見
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
・
大
島
村

か
ら
西
部
方
面
へ
行
く
と
、
至
る
所

に
咲
い
て
い
ま
す
。
国
道
を
走
り
な

が
ら
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
白
い
花
の
多
く
咲
く
年
は
雨
降
り

年
だ
と
古
老
が
伝
え
て
い
ま
す
が
、

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
ミ
ズ
キ
に
ア
ズ
キ
ナ

シ
な
ど
も
今
年
は
た
く
さ
ん
咲
き
そ

う
で
す
か
ら
、
そ
の
気
に
な
っ
て
、

観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
写
真
・
文
　
高
橋
八
十
八
）
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今
年
も
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
の

須
川
展
也
さ
ん
を
音
楽
監
督
に
迎
え

て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　
講
師
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
定
評

の
あ
る
同
キ
ャ
ン
プ
、
今
年
も
管
楽

器
を
中
心
に
H
名
の
講
師
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
松
代
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
か
ら
多

く
の
受
講
生
が
集
い
ま
す
．
ま
た
、

成
果
発
表
会
を
兼
ね
、
講
師
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
も
8
月
1
3
日
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
町
公
民
館
と
音
楽
愛
好
会

さ
ん
さ
い
　
　
も

「
山
彩
」
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て

行
い
ま
す
。
日
程
の
詳
細
や
募
集
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
音
楽
愛

　
　
　
さ
ん
さ
い

好
会
「
山
彩
」
事
務
局
（
若
井
　
盈

7
－
2
5
6
1
ま
で
）
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

蒙
益
餐
く
頓
禰
魏
金
蓬

　
活
用
じ
ま
盤
海
か
。

◎
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
す
す
め

　
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、
活
動
補

　
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
　
3
年

　
間
継
続
し
て
事
業
を
行
な
う
団
体

　
に
年
間
で
1
0
万
円
、
3
年
間
補
助

　
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
域
づ
く
り
団
体
補
助
金
　
2
万

　
円
を
上
限
に
、
団
体
の
活
動
に
対

　
し
て
補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
　
先
進

　
的
な
事
業
に
取
り
組
む
団
体
に
1

　
回
限
り
1
0
万
円
の
補
助
を
行
な
っ

　
て
い
ま
す
．

◎
申
し
込
み
　
6
月
3
0
日
ま
で
に
企

　
画
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
（
奮

　
7
i
2
2
2
0
内
線
4
1
）

◎
昨
年
よ
り
開
設
を
す
す
め
て
き
た

　
し
ぶ
み
障
害
者
セ
ン
タ
ー
が
、
6

　
月
か
ら
活
動
を
始
め
ま
す
。
こ
れ

　
は
、
障
害
を
持
つ
人
達
が
、
地
域

　
の
人
達
と
共
に
、
活
動
の
場
を
つ

　
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

　
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

◇
日
時
　
毎
月
第
4
水
曜
日

　
　
第
1
回
6
月
2
3
日
（
水
）

　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
正
午

◇
会
場
　
渋
海
荘

◇
そ
の
他
　
ハ
ガ
キ
づ
く
り
、
石
け

　
ん
づ
く
り
、
E
M
菌
づ
く
り
等

　
現
在
、
松
代
・
松
之
山
両
町
を
中

心
に
、
運
営
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
方
、

ま
た
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、

住
民
課
保
健
衛
生
係
保
健
婦
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
（
盈

7
－
2
2
2
0
内
線
3
0
）

　　　　　　　　お　き
灘勲縁る蓬溺蟹糞鑑⑮i

「やすらぎの里

　　　　川辺」

　　オープン

　　（牧村）

　
へ
汐
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．
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．
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．
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綴
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、
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｛
ま
．
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ヨ

い
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易
．
協

梵
鷹

　
舶
誘
　
南

￥
マ
、
￥
ノ
．
＾
　
　
　
、

・
ウ
，
マ
　
　
　
ヂ

　
　
　
御

　
禦
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今
回
は
、
牧
村
旧
原
小
学
校
の

跡
地
に
建
設
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
交

流
研
修
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
1
0
年
度
農
村
資

源
活
用
農
業
構
造
改
善
事
業
で
建

築
し
ま
し
た
。
交
流
施
設
の
中
核

と
な
る
建
物
で
、
1
月
に
開
館
し

ま
し
た
。

建
物
は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。

　
管
理
運
営
は
、
地
元
住
民
で
組

織
す
る
「
牧
村
ふ
れ
あ
い
体
験
農

園
管
理
運
営
協
議
会
」
が
行
っ
て

い
ま
す
．

　
4
月
2
9
日
に
は
、
「
生
き
生
き
ロ

マ
ン
、
川
辺
大
祭
」
と
題
し
て
開

業
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
は
、
上
越
地
域
に
P
R
。

当
日
は
、
姻
人
が
参
加
し
、
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
施
設
の
周
囲
は
、
サ
ッ
カ
i

鑛が
で
き
る
1
周
㎜
材
の
広
場
や
昭

和
初
期
ま
で
行
わ
れ
た
石
油
や
天

然
ガ
ス
の
採
掘
を
体
験
で
き
る
よ

う
に
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
利
用

し
た
ガ
ラ
ス
細
工
の
工
房
と
南
国

植
物
を
観
賞
で
き
る
温
室
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
度
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
研
修
館
（
盈
0
2

　
5
5
1
2
9
i
3
1
5
0
）

一一■。■■■■隅－■薗■■，一■薗一■■・■騨■－・■■■■■騨．・■■■■一－■■■■■■■■瞳一■■■■一■－■■一■■一馴9■■一■■■臼■匿■■贋8■■．■■■一■一■■－雪■一■一一一■

コ

ロ
”
　
　
　
　
先
月
号
P
9
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

ロ
”
　
　
　
紹
介
」
で
掲
載
さ
れ
た
長
瀬
さ
ん
と
石

ロ
”
　
　
　
曽
根
さ
ん
の
写
真
が
入
れ
か
わ
っ
て
し

ロ

…
正
ま
い
ま
し
た
．
深
－
お
わ
び
い
た
し
寄

一

お詫びと訂

　
ん
ん

　
さ
さ

校
子
香

学
恵
理

小
智
根

代
瀬
曽

松
長
石

　
左
右
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　　　　　　　　　　　　　総合健診のお知らせ

《今年も見なおそう　生活習慣》をテーマに健診を行ないます。あらかじめ地区及び個人

毎に受付日時を指定しています。受付票を確認のうえ都合の悪い場合は、係まで連絡くだ

さい。（保健衛生係：皿7・2220　内線30番）

1　実施期間　7月5日（月）～9日（金）

2　会　　場　松代町総合体育館（E正7－3752）

3　必要なもの　受付票、健康手帳及び必要料金（70歳以上の方の検診は全て無料です。）

4健診内容
『『顎．『　『鐵．『． 鐸鋳　擁 ・融輿耀圏’、・ ．．難織罐聞 釜額『

歯　科　健　診 希　　望　　者
7月6日（火）
～8日（木） 午前8時30分～11時 無料

基　本　健　診 30歳以上の人

7月5日（月）
～9日（金）

午後1時～3時F

1，300円胸部レントゲン 全　　　　員
＜9日（金）は午前11

時で終了＞
体　力　測　定 希　　望　　者

胃がん検診 40歳以上の人 個人ごとに指定 1，000円

婦人科検診 30歳以上の人
7月5日（月）
～8日（木） 午後0時30分～1時 700円

5　基本健診地区別日程

．鶉葦癬 蟻1嚢翁雛、・ 籍覇纂

松代（26～28班）・犬伏・孟地・ 松代（22～25班）・千年・池尻・
7月5日（月） 中子・苧島 会沢・清水・桐山

松代（17・18班）・菅刈・蓬平・ 松代（19～21班）・田沢・田野倉・

7月6日（火）
仙納・莇平・小貫（1）
前川商会・小野嶋建設・大和電

竹所・木和田原

小中学校教職員
建・東部タクシー

松代（29～38班）・室野 寺田・福島・奈良立・峠

7月7日（水） 社会福祉協議会・小中学校給食
婦・総合開発・役場

松代（9～11班）・蒲生・名平・ 松代（1～8・41～44班）

7月8日（木） 前田商会・小野嶋建設・アート 東山・海老・儀明

ネイチャー・大和電建
松代（12～16班）・小荒戸・太平・

7月9日（金） 小屋丸・池之畑・下山・片桐山・

滝沢
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　　　　巽く
おつ・．

o 　　ま　な　み
横尾真奈美、

　　4　歳
　峠・ひがし

ん
くう

　
　
り
つ

雀
蔑
　
功

　
4
代

藤
松

加
　　　　たける
佐藤　　猛くん

　　4　歳
室野・やすべい

◇問い合わせ　上越労政事務所

　　　　　（盈0255－26－9431）

　　　労働鶴関講藩相談

7月は、労働相談強化月間

　労働に関する相談は、労使を

問わず受け付けていますので、

気軽にお越しください。

◎街頭相談会

◇日時　7月9日㈹午後2時～
◇会場　雁木通｝）プラザの公園

　テント（上越市本町3）

◇方法　労働基準監督署、職業

　安定所、社会保険事務所職員

　による面接相談

◇問い合わせ　上越労政事務所

　（暦0255－26－6110：通年相談

　も実施しています。）

　第3圓灘日驚矯i匪擬
㈱務作業製晶震示即売姿鎌

　全国の矯正施設約30施設から

3，000点を出品します。

◇日時　7月10日（土）～11日（日）

　午前IO時～午後5時（11日は

　午後3時まで）

◇会場　クロス10（十日町地域

　地場産業振興センター）

◇問い合わせ　新潟刑務所企画
　音βFl　（暦025－286－5626）

　科嚢のお魅し蚤慈を餐総懸達縫

　　　舞王ンス遡一索

　県では、学校や地域の依頼に

応じて科学の講座や実験をする

指導者を募集しています。

◇募集人員　40名

◇募集期問　6月30日㈱まで
◇応募方法　　「志願書」により

　選考

◇志願書の送付先・問い合わせ
〒950－8570（住所記載不要）

新潟県商工労働部新産業振興課

　技術振興係（智025－280－5244）

　紙資源懸蟹鎌鋤鯉潴繊

禽ま瀞魏翻の羅語帳を回撫

　NTTでは、新しい「上越タ
ウンページ（黄色）」電話帳を6

月中旬から係員が各家庭に届け

ています。その際、今まで利用

していた電話帳を係員に渡して

ください。

◇問い合わせ　N　T　T電話帳お

　届けセンター（蔭卿120－324182：

　平日午前9時～午後5時受付）

　　　防轟管理者資絡鶯馨縫

　　　関離慈講習会

◇日時　7月8日（木）～9日㈲

　　　受付　午前8：30～8：50

　　　講習　午前9：00～

◇会場　クロス10（十日町地域

　地場産業振興センター）

◇受付期問　6月30日まで（予

　定人員に達した場合期間内で

　も締め切る）

◇受講料　3，200円詳しことは、

　下記申込先に連絡ください。

◇申し込み先　松代分遣所

　　　　　　　（盈7－2310）

　命を救えるのはあなたです。

　　骨髄測翻概醗衡醸

　白血病など血液難病の人を支

えてください。

◇日時　6月27日（日）

◇会場　ジヤスコ上越店2階イ

　ベントホール「四季」

◇対象　20歳～50歳

◇内容　10ccの採血

◇方法　事前に電話予約により

　申込む　上越保健所予防課

　　　　　（奮0255－24－6133）

◇問い合わせ

　骨髄バンクを育てる会

　　　上越支部：重嶋
　　　　　（盈0255－24－7664）

　仲間づくりや体験活動を身に

つける講座

◇日時　7月10日（土）～11日（日）

◇会場　県立青少年研修センター

◇内容　アウトドア体験塾

◇対象　18歳以上

◇募集人員　100名
◇参加費　2，800円（食事代含む）

◇募集期間　7月5日（月）まで

◇応募方法　電話にて申し込み

◇申し込み・照会先

　〒953－0012巻町越前浜559H

　　県立青少年研修センター

　　　　　（盈0256－77－2111）

　発霧鑛海縮融謙逡麟轍室

◇目時　6月24日休）10：30～

◇会場　東北電力㈱十日町営業所

◇内容　肉だんごのもち米まぶ

　し、カニ中華スープなど「簡

　単中華」　講師：丸山桂子

◇定員　18名

◇参加費　500円

◇申込先　十日町営業所内お客

　様センター（盈0257－52－3107）

　新日本フィル室内合奏団公演

◇日時　7月9日㈹
◇会場　大ホール

◇前売券　S：4，000円

　　　　A：3，000円
◇問い合わせ

　㈲六日町文化スポーツ振興公
　社　（醍睡IO120－150－142）

囲灘戴嚢藷
　農作業等で山林や草地に入る

ときには、ツツガムシに刺され

ないよう注意しましょう。

　○肌を出さない服装

　○草むらでの休憩はしない

　○防虫スプレーの使用

　　　　　　　　　　　12



譲

署鎌鞭

争

影凶、

税務職最（税務夫掌校生）

　　　募集

　国家公務員採用m種税務試験
を次のとおン）実施します。

◇受験資格　昭和54年4月2日～

　昭和57年4月1日生まれの人
◇申し込み　6月23日㈲～6月
　30日（水）の間に

〒100－0004千代田区大手町1－3－3

　　　人事院関東事務局まで。

◇問い合わせ・申込書の請求

　　高田税務署総務課

　　　　　（盈0255－23－4171）

薗繕賞馨葉

◎二等陸・海・空士

◇対象　18歳～26歳の男女

◇試験　男子：9月21日
　　　（または9月26日）

　　　女子：9月27日
◎曹候補士

◇対象　18歳～26歳の男女

◇1次試験　9月18日
◎一般曹候補学生

◇対象　18歳～23歳の男女

◇1次試験　9月18日
◎航空学生

◇対象　18歳～20歳の高卒（見

　込み）の男女

◇1次試験　9月23日
◎受付期間　いずれも8月2日～

　9月10日
◎問い合わせ　自衛隊高田募集

　事務所（盈0255－23－551g）

　県高齢者総合相談センターで

は、お年よりの悩み事や心配ご

との相談を受け付けています。

　無料ですので、気軽にご利用

ください。

　新潟市上所2－2－2

　　新潟ユニゾンプラザ3階
　　　　　（費025－285－4165）

13

謹…灘麟婁騨
　　　　　さ　ぎ　交通事故、詐欺などの被害に

あって、相手が悪いのに、不起

訴処分になっているのは納得で
きない。

　こうした不満を持っている方

は、検察審査会にご相談くださ

い。申し立てには費用はかかぴ）

ません。また、秘密は守られま
す。

（不起訴処分：被害を警察や検

察庁に訴えたのに、その事件を

裁判にかけてくれないこと。）

《問い合わせ》

高田検察審査会事務局

　上越市1－26新潟地方裁判所

高田支部内（奮0255－24－5160）

森糖癒辮祷態羅いる芳羅

、森林法の一部改正に伴ない、

次の事務手続きを、県から町に

委譲しました。届け出などにご

注意ください。

◎伐採届出書について

　地域森林計画の対象となって

いる民有林（保安林・保安施設

地区を除く）の立木を伐採する

場合に義務付けられている伐採

届出書の提出先が町に変更にな

りました。

◎森林施業計画について

　森林施業計画の認定申請書及

び変更申請書の提出先が町に変

更にな｝）ました。なお、対象区

域が二つ以上の市町村に該当す

る場合は、従来どお｝）県提出と

なります。

◇問い合わせ　町農林課林業係

　　　　（盈7－2220・内線39）

　運輸省では、「不正改造車を排

除する運動」を6月に実施して
います。

　窓ガラスヘの着色フィルム貼

付、タリアレンズによる違法灯

火やマフラー・触媒装置の取り

外しは、事故やトラブルの原因

となります。また、大気汚染や

騒音等の被害につながることか

ら不正改造は絶対に止めてくだ
さい。

　なお、不正改造車を見かけた

ら、車の色、ナンバr、不良箇

所を下記までお知らせください。

　長岡自動車検査登録事務所

　検査部門（奮0258－22－1131）

　4月1日より、改正された男
女雇用機会均等法、労働基準法、

育児・介護休業法が全面施行さ

れました。

　企業においては、改正法に沿っ

た雇用管理が必要となを）ます。

また、女性自身も仕事に積極的

に能力を発揮していくことが望

まれています。

　労働省では、事業主や人事労

務担当者を対象に、下記にてセ

ミナーを開催しますので、ご参

加ください。

◇日時　7月7日㈲　13時30分
◇会場　新潟ベルナール

　　　　（新潟市）

◇講演　「改正均等法のポイント

　セクシャルハラスメントヘの

配慮義務を中心に」　講師：成

城大学法学部教授　奥山明良

◇問い合わせ・申し込み

　　労働省新潟女性少年室

　　　　　（盈025－266－OO47）

◎対象者　平成11年4月1日に
　おける戦没者死亡当時の三親

　等内親族で、次の要件を満た
　す方。

◇平成7年4月1日から平成11
　年3月31日までの間に公務扶

　助料等の受給権者が死亡して

　いる場合。

◇支給内容　額面24万円、6年

　償還の記名国債

◇問い合わせ　町住民課福祉係

　　　　（奮7－2220・内線28）

◇応募資格　上越地域に居住ま

　たは勤務する方（自営業、主

　婦、退職者含む）

◇部門　日本画、洋画、彫塑、

　工芸、書道及び写真

◇応募期問　8月18日㈲～24（火）

◇その他　8月28日（土）～29（日）に

　かけて上越市立高田図書館に

　て作品展示の予定。

～
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真治さん（莇平）高橋

成
人
に
な
っ
た
私

　
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
松
代
町

莇
平
の
高
橋
真
治
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
九
年
に
高
校
を
卒
業

し
て
、
す
ぐ
に
し
ぶ
み
農
協
に
就
職

し
ま
し
た
。
農
協
は
、
そ
の
翌
年
十

年
に
し
ぶ
み
、
十
日
町
市
、
中
里
村

が
合
併
し
て
、
十
日
町
農
協
と
な
り

ま
し
た
。
最
初
の
一
年
は
、
園
芸
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

池
尻
に
あ
る
農
機
車
両
修
理
工
場
の

一
角
に
あ
る
農
機
セ
ン
タ
ー
で
農
機

具
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
機
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
て
、
す
ぐ

に
平
塚
で
一
ヶ
月
半
の
研
修
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
人
も
、

も
ち
ろ
ん
い
な
い
し
、
道
も
わ
か
ら

ず
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
研
修

で
は
、
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
毎
晩
飲
み
歩
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
飲
み
に

出
て
、
飲
み
屋
に
入
る
と
経
営
し
て

い
る
人
が
、
新
潟
県
出
身
の
人
で
し

た
。
愛
想
の
い
い
人
で
、
お
酒
や
つ

ま
み
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

話
も
合
い
、
溜
ま
っ
て
い
た
ス
ト
レ

ス
も
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
研
修
で
、
自
分
に
は
松
代
で
暮
ら

す
の
が
一
番
い
い
の
か
な
、
と
思
い

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
で
の
生

活
は
、
何
か
と
、
精
神
的
に
滅
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
た
。

も
う
少
し
歳
を
と
れ
ば
、
ま
た
か
わ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
二
十

歳
の
今
の
時
点
で
は
、
こ
こ
が
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
、
極
度
の

田
舎
者
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
私
は
、
実
際
、
そ
の
と
お
り
だ

答
え
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し

た
周
囲
の
言
葉
よ
り
、
私
に
と
っ
て

住
み
や
す
い
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
は
、
友
人
と
田
代
周

辺
の
ダ
ム
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
釣
り

に
出
か
け
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
、
地

元
、
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
す
。
生

活
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
サ
ケ
と
い
う
魚
を
ご
存

じ
か
と
思
い
ま
す
。
サ
ヶ
は
、
川
で

生
ま
れ
、
海
に
出
て
、
ま
た
同
じ
川

に
帰
っ
て
き
ま
す
。
自
分
を
サ
ヶ
に

例
え
る
と
、
松
代
町
の
川
で
生
ま
れ
、

一
生
、
海
に
は
出
ず
に
、
松
代
の
川

で
過
ご
す
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
。
そ
う

　
　
　
　
イ
ワ
ナ

し
た
魚
を
岩
魚
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
、
”
松
代
”
と
い
う
川
で
一
生

過
ご
す
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
、
生
ま
れ
た
こ
の
場
所
で
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
旅
に
疲
れ
た
友
人
が
い
た
ら
、
疲

れ
を
癒
し
て
や
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
も
の
で
す
．

　男　　2，184人　　（一5人）1

　女2，239人（±0人）
　計4，423人（一5人）
世帯数1，437世帯（＋2世帯）

　出生1人　　死亡6人
　転入6人　　転出6人
　　　（11年5月末日現在）

一人ロの動き』

圖
園
圓
圃

　
5
月
3
日
は
成
人
式
で
し
た
。
成
人
に

な
る
人
達
何
人
か
と
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
抵
、
「
何
年
か
振
り
に
、

友
達
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
確
か
に
、
十
代
の
時
間
を
共
有

し
た
友
人
と
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
一
堂

に
会
す
る
こ
と
は
、
あ
り
そ
う
で
、
な
か

な
か
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
貴
重
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
あ
る
雑
誌
で
、
作
詞
を
手
が
け
る

湯
川
れ
い
子
さ
ん
が
、
「
能
力
と
し
て
は

35

歳
ま
で
。
あ
と
は
、
無
理
に
若
い
人
達

に
合
わ
せ
て
努
力
し
て
い
る
だ
け
」
と
あ

り
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で
、
同
じ
空
気
を

吸
っ
た
者
だ
け
が
わ
か
る
こ
と
は
、
確
か

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
急
が
ず
、
道
草
を

し
な
が
ら
そ
れ
を
広
げ
、
人
生
の
中
で
大

切
に
育
て
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
（
老

婆
心
な
が
ら
）
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固匿膨薗回
（4月26日～5月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

西野　正宏・市川日出子さん

　　　　（池之畑・いしはら）

元気な良い子に（出生）

　　　ようすけ
小堺　洋輔㌧　章司・恭子さん

　　（松代・男の子・つかさ）
　　　ちはる
小堺　千陽㌧　真吾・ますみさん

　（室野・女の子・小堺板金）

ご冥福をお祈りします（死亡）

若月美智枝さん　　　　　　65歳

　　　　　（海老・むかい）
牧田　チヨさん　　　　　84歳
　　　　　（峠・どうのした）

小嶋数一郎さん　　　　　　81歳

　　　　　（犬伏・かずいん）

富澤　忠平さん　　　　　　77歳

　　　　　（小荒戸・にし）
市川　清作さん　　　　　86歳

　　　　　　（太平・にし）
田邉喜八郎さん　　　　　　67歳

　　　　　（寺田・きはち）
牧田　サエさん　　　　　88歳

　　　　　（峠・さかぐち）
高橋　五平さん　　　　　　83歳

　　　　　（松代・じろべえ）

▲5月18日に、奴奈川小学校3・4年生

児童が地域振興券を学習。まだ、地域

振興券を使っていない人が3割程い

ます。有効期限は、9月15日までです。
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